
日
蓮
遺
文
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
小
考

髙
森
大
乗

は
じ
め
に

日
蓮
聖
人
の
初
期
の
真
蹟
遺
文
と
し
て
知
ら
れ
る
『
不
動
愛
染
感
見
記
』（
１
）

は
、
立
教
開
宗
の
宣
言

が
な
さ
れ
た
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
翌
年
に
著
さ
れ
、
日
月
の
中
に
不
動
・
愛
染
の
二
明
王
を
感
見

す
る
と
い
う
特
異
な
宗
教
体
験
を
表
明
し
た
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
従
来
よ
り
、
日
蓮

聖
人
の
真
言
相
承
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
書
と
し
て
注
目
さ
れ
、
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
考
察
は
、
本
書
に
し
た
た
め
ら
れ
た
文
章
、
つ
ま
り
文
字
の
部
分
に
関
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

も
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
図
絵
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
（
２
）

。
実
は
本
書
に
は
、
不

動
明
王
と
愛
染
明
王
の
図
絵
の
中
に
も
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
的
世
界
観
を
め
ぐ
る
知
識
と
認
識
が
よ
み
と

れ
る
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
中
に
示
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
表
象
の
意
義
を
中

心
に
、
小
考
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
書
誌

日
蓮
真
蹟
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
は
、
現
在
、
千
葉
県
安
房
郡
保
田
妙
本
寺
に
蔵
さ
れ
る
。
立
教
開
宗

の
翌
年
の
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
六
月
二
五
日
、
日
蓮
聖
人
三
三
歳
の
執
筆
で
、
「
日
蓮
」
の
署
名
が

認
め
ら
れ
、
年
月
日
の
記
年
の
あ
る
真
蹟
遺
文
で
は
、
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
（
３
）

。
掛
幅
二
幅
で
、

縦
三
〇
・
〇cm

、
横
五
九
・
四cm

の
二
紙
か
ら
な
る
（
４
）

。
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
四
月
二
五
日

に
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
５
）

。

本
書
は
、
一
枚
ず
つ
紙
央
に
日
と
月
と
を
表
す
円
を
描
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
愛
染
明
王
と
不
動
明
王
の
図

像
を
描
画
す
る
。

日
輪
の
中
に
描
か
れ
た
愛
染
明
王
は
、
一
面
八
臂
で
、
飛
馬
に
跨
る
跨
像
形
態
。
口
を
開
い
た
三
目
忿

怒
形
で
、
条
帛
を
纏
い
、
五
鈷
鉤
を
頂
く
宝
冠
を
か
ぶ
り
、
左
手
に
弓
・
羂
索
・
三
鈷
鈴
（
金
剛
鈴
）
と

思
わ
れ
る
持
物
を
、
右
手
に
五
鈷
杵
・
箭
・
開
蓮
・
宝
剣
と
思
わ
れ
る
持
物
を
そ
れ
ぞ
れ
把
持
す
る
。
愛

染
明
王
の
後
光
の
光
背
は
、
日
輪
を
象
徴
し
た
も
の
か
、
七
つ
の
小
さ
な
光
輪
を
そ
の
周
囲
に
配
し
、
更

に
光
背
の
外
に
一
段
と
大
き
な
光
輪
が
ひ
と
つ
描
か
れ
る
。
像
の
左
右
に
は
水
瓶
、
黒
烏
、
獅
子
と
推
測

さ
れ
る
四
足
獣
、
愛
染
明
王
と
思
わ
れ
る
三
目
忿
怒
形
の
明
王
尊
の
頭
部
の
図
像
な
ど
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、
愛
染
明
王
外
周
の
日
輪
は
三
重
の
同
心
円
状
に
描
か
れ
、
周
囲
に
日
蝕
時
等
に
見
ら
れ
る
光
冠
（
コ

ロ
ナ
）
と
思
わ
れ
る
複
数
の
発
光
現
象
が
鮮
明
に
図
示
さ
れ
て
い
る
。
軸
装
の
際
に
表
具
の
関
係
で
裁
断

さ
れ
た
た
め
か
、
日
輪
の
上
端
は
欠
け
て
い
る
。

一
方
、
不
動
明
王
は
一
面
四
臂
の
忿
怒
形
で
、
片
足
で
立
つ
立
像
形
態
で
描
か
れ
る
。
条
帛
・
天
衣
を

纏
い
、
左
手
に
は
羂
索
・
開
蓮
を
、
右
手
に
は
宝
剣
（
三
鈷
剣
か
）
を
そ
れ
ぞ
れ
持
す
。
像
の
足
下
に
は

兎
が
、
像
の
左
に
は
樹
木
と
人
物
坐
像
が
配
置
さ
れ
、
ま
た
上
空
に
は
飛
雲
が
た
な
び
い
て
い
る
。
不
動

明
王
像
に
特
有
の
火
焔
後
背
は
み
え
な
い
。
不
動
明
王
が
月
中
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
の
根
拠
は
、
遺
文

の
文
面
か
ら
は
読
み
と
れ
な
い
が
、
図
中
に
兎
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
感
見
の
日
付
が
十
五
夜
に

相
当
す
る
こ
と
な
ど
を
ふ
ま
え
て
、
同
図
の
円
形
が
満
月
を
表
顕
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。



各
図
像
の
右
側
（
本
紙
右
端
）
に
は
、
二
明
王
各
々
の
感
見
の
月
日
と
真
言
の
陀
羅
尼
咒
を
顕
わ
す
梵

字
と
が
記
さ
れ
る
。

愛
染
明
王
の
右
側
に
は
「
生
身
愛
染
明
王
拝
見
」
「
正
月
一
日
日
■
之
時
」
（
６
）
の
下
に
真
言
陀
羅

尼
の
「
■
■
■
■
■
■
■
」
の
梵
字
が
記
さ
れ
、
梵
字
の
右
に
は
「
ウ
ム
シ
ッ
チ
シ
ャ
ク
ウ
ム
ハ
ム
コ
ク
」

と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。

一
方
の
不
動
明
王
の
右
側
に
は
、「
生
身
不
動
明
王
拝
見
」「
自
十
五
日
至
十
七
日
」
の
文
字
の
下
に
、

真
言
陀
羅
尼
の
「
■
■
■
■
■
■
■
■
■
」
の
梵
字
が
記
さ
れ
、
右
に
「
ナ
マ
ク
サ
マ
ン
タ
ホ
タ
ナ
ム
カ

ム
」
と
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
（
８
）

。

図
像
の
左
側
（
本
紙
左
端
）
に
は
、
真
言
相
承
の
記
述
と
記
年
な
ら
び
に
授
与
書
き
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め

ら
れ
る
。
真
言
相
承
の
記
述
と
記
年
な
ら
び
に
授
与
書
き
に
つ
い
て
は
、
両
紙
と
も
同
様
の
記
述
が
な
さ

れ
て
お
り
、
と
も
に
右
か
ら
「
自
大
日
如
来
至
（
于
）
日
蓮
廿
三
代
嫡
々
相
承
」
「
建
長
六
年
六
月
廿
五

日
」「
日
蓮
授
新
仏
」
と
併
記
さ
れ
る
。

二
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
伝
来

『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
伝
来
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
部
分
が
多
い
が
、
本
書
の
写
本
や
版
本
、
お

よ
び
本
書
に
関
す
る
記
事
を
紹
介
し
た
文
献
類
に
つ
い
て
管
見
に
及
ん
だ
限
り
の
史
料
を
紹
介
す
る
と
、

以
下
の
五
点
に
な
る
。

（
一
）
広
蔵
院
日
辰
（
一
五
〇
八
～
一
五
七
六
）『
祖
師
伝
』、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
完
成

『
不
動
愛
染
感
見
記
』
全
文
の
書
写
と
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
絵
に
関
し
て
、
愛
染
明
王
が

「
日
形
」
の
中
に
、
不
動
明
王
が
「
月
形
」
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
旨
の
記
述
が
み
え
る
（
９
）

。

本
書
に
よ
る
と
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
真
蹟
が
六
老
僧
の
日
興
（
一
二
四
六
～
一
三
三
三
）
か

ら
本
六
人
の
日
目
（
一
二
六
〇
～
一
三
三
三
）
に
付
嘱
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
（10

）

。
保
田
妙

本
寺
は
、
日
目
の
弟
子
の
日
郷
（
一
二
七
二
～
一
三
五
三
）
の
開
創
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
は

代
々
日
興
門
流
日
郷
門
徒
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
木
版
画
『
不
動
愛
染
感
見
記
』、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
版
刻

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
版
刻
さ
れ
た
版
画
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
版
木
（
墨
版
）
が
、
今
日
、

保
田
妙
本
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
も
と
に
印
刷
し
た
木
版
刷
り
二
紙
が
、
静
岡
県
田

方
郡
菅
引
本
成
寺
等
に
所
蔵
さ
れ
る
（11

）

。
本
成
寺
は
、
か
つ
て
柳
瀬
実
成
寺
の
末
寺
で
、
旧
本
門

宗
に
属
し
て
お
り
、
当
版
画
が
日
興
門
流
の
一
部
に
流
布
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

同
版
画
は
、
真
蹟
を
忠
実
に
臨
写
し
た
版
下
絵
を
も
と
に
木
版
を
彫
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
注
目

す
べ
き
は
、
今
日
保
田
妙
本
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
真
蹟
の
う
ち
愛
染
明
王

の
日
輪
図
が
上
端
を
欠
く
の
に
対
し
て
、
当
版
画
は
、
日
輪
を
表
す
全
体
の
円
形
が
整
っ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
当
版
画
が
臨
写
さ
れ
た
当
時
に
は
、
ま
だ
愛
染
明
王
の
本
紙
が
、
軸
装
の
た
め
裁

断
さ
れ
る
以
前
の
完
全
な
姿
を
遺
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
木
版
の
画
稿
を
描
い
た
絵
師
が
、

想
像
に
よ
っ
て
復
元
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

ま
た
、
本
紙
下
段
の
余
白
部
分
に
界
線
を
引
い
て
、
「
久
遠
・
妙
本
両
寺
嫡
々
相
承
日
月
形
像
奉
写

者
也
。
貞
享
四
丁
卯
天
、
房
州
妙
本
寺
三
七
世
日
達
。
版
興
之
願
主
、
松
田
宗
林
」
と
の
版
記
が
認

め
ら
れ
る
。
妙
本
寺
の
伊
東
阿
闍
梨
日
達
（
一
六
四
二
～
一
七
〇
四
）
は
、
同
寺
の
二
二
世
（12

）

の

歴
代
住
職
で
、
小
泉
久
遠
寺
の
二
三
世
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
本
書
が
日
興
門
流
の
な
か
で
も
小



泉
久
遠
寺
お
よ
び
保
田
妙
本
寺
の
両
寺
に
代
々
相
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
立
証
す
る
根
拠
と
し
て
、

こ
の
文
面
は
重
要
で
あ
る
。

こ
ら
れ
の
事
実
か
ら
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
が
、
版
木
の
作
成
さ
れ
た
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

に
は
、
今
日
伝
存
す
る
姿
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
愛
染
明
王
の
日
輪
に
つ
い
て

は
、
上
端
が
欠
け
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
同
書
が
小
泉
久
遠
寺
お
よ
び
保
田
妙
本
寺

の
両
山
に
代
々
相
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
同
書
の
図
像
に
つ
い
て
「
日
月
形
像
」
と
の

認
識
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
豊
臣
義
俊
（
生
歿
年
未
詳
）『
法
華
霊
場
記
』、
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
版
行

同
書
の
冠
部
「
蓮
公
行
状
年
譜
」
二
一
丁
（13

）

に
、
不
動
・
愛
染
の
二
明
王
が
出
現
し
た
と
い
う
日

蓮
聖
人
の
宗
教
体
験
が
、
伝
記
年
譜
の
一
部
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
当
時
、
す
で
に
『
不
動
愛
染
感

見
記
』
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
体
験
談
が
世
間
一
般
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

（
四
）
六
牙
院
日
潮
（
一
六
七
四
～
一
七
四
八
）『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
一
）

脱
稿

同
書
の
四
巻
一
二
丁
（14

）

に
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
画
と
梵
字
咒
文
を
除
く
全
文
が
書
写
さ
れ

る
。
日
潮
が
保
田
妙
本
寺
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
で
、
日
潮
自
身
が
直
接
本
書
に
見
え
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
授
与
書
の
「
新
仏
」
に
つ
い
て
は
、
六
老
僧
の
日
昭
（
一
二
二
一
～
一
三
二

三
）
を
さ
す
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
な
お
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
所
伝
に
つ
い
て
、
「
是
日
月

二
図
乱
国
展
転
今
在
房
州
之
保
田
妙
本
寺
」
と
み
え
、
本
書
が
戦
乱
等
に
よ
っ
て
展
転
し
た
末
に
、

保
田
妙
本
寺
に
格
護
さ
れ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。

（
五
）
英
園
院
日
英
（
一
七
九
三
～
一
八
五
六
）『
高
祖
年
譜
攷
異
』、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
改
刻

同
書
の
上
巻
三
〇
～
三
一
丁
（15

）

の
建
長
六
年
の
条
に
、
正
月
朔
日
に
愛
染
明
王
を
、
十
五
日
か
ら

十
七
日
に
不
動
明
王
を
感
見
し
た
と
い
う
日
蓮
聖
人
の
宗
教
体
験
が
伝
記
の
一
部
と
し
て
紹
介
さ
れ

る
。

以
上
五
点
の
う
ち
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
絵
に
関
し
て
言
え
ば
、
（
一
）
（
二
）
（
四
）
に
お
い

て
、
不
動
・
愛
染
の
二
明
王
が
「
日
月
」
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
旨
の
記
述
が
み
え
る
の
を
除
い
て
は
、

多
く
が
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
文
面
や
内
容
の
み
の
紹
介
に
と
ど
ま
り
、
図
絵
に
つ
い
て
の
具
体
的
か

つ
詳
細
な
説
明
は
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、
刊
本
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
刊
行
の
加
藤
文
雅
編
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
』

（
霊
艮
閣
）
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
刊
行
の
浅
井
要
麟
編
『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
（
平

楽
寺
書
店
）
と
も
に
未
収
録
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
に
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』

（
身
延
山
久
遠
寺
）
に
お
い
て
新
加
さ
れ
、
本
文
・
図
絵
と
も
に
初
め
て
公
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
日
、

真
蹟
の
正
確
な
状
況
は
、『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
（
法
蔵
館
）
等
に
よ
っ
て
確
認
が
可
能
で
あ
る
。

三
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
内
容

次
に
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
所
記
の
文
言
か
ら
読
み
と
れ
る
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

先
述
の
通
り
、
本
書
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
一
月
一
日
に
日
蝕
の
太
陽
の
中
に
生
身
の
愛
染
明

王
を
感
見
、
同
年
同
月
一
五
日
～
一
七
日
の
間
に
は
満
月
の
中
に
生
身
の
不
動
明
王
を
感
見
し
た
と
い
う

特
異
な
宗
教
体
験
を
、
日
蓮
聖
人
自
ら
が
図
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（16

）

。

た
だ
し
、
厳
密
に
は
、
愛
染
明
王
感
見
の
際
は
「
日
蝕
」
で
は
な
く
「
日
■
」
で
あ
り
、
建
長
六
年
元



旦
に
日
蝕
な
ど
の
天
体
の
異
変
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
の
記
録
に
は
認
め
ら
れ
な
い
（17

）

な
ど
、
い
わ
ゆ

る
今
日
で
い
う
と
こ
ろ
の
日
蝕
と
同
じ
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
か
否
か
は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
不
動
明
王

感
見
の
一
月
一
五
日
も
、
遺
文
中
に
は
正
し
く
は
「
一
月
」
と
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
更
に
不
動
明
王

の
図
が
満
月
で
あ
る
と
も
断
定
で
き
な
い
な
ど
の
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
後
述

す
る
と
し
て
、
こ
う
し
た
感
見
の
宗
教
体
験
を
通
じ
て
、
日
蓮
聖
人
が
、
大
日
如
来
よ
り
二
三
代
に
わ
た

る
血
脈
相
承
を
受
け
た
と
い
う
内
証
を
表
明
さ
れ
た
の
が
、
本
書
の
意
義
な
ら
び
に
特
色
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

日
蓮
聖
人
が
出
家
得
度
し
た
清
澄
寺
（18

）

は
、
当
時
は
比
叡
山
山
門
横
川
の
流
れ
を
汲
む
天
台
宗
寺
院

で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
虚
空
蔵
菩
薩
（19

）

を
本
尊
と
す
る
寺
で
あ
る
か
ら
、
台
密
の
教
え
の
中
で
育
っ

た
日
蓮
聖
人
が
、
叡
山
・
南
都
の
修
学
中
に
密
教
の
相
伝
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
に
推
測
さ
れ

る
（20

）

。
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
至
上
主
義
を
生
涯
貫
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
立
教
開
宗
の
当
初
は
、

ま
だ
真
言
密
教
に
傾
注
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
の
初
期
遺
文
で

あ
る
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
の
『
守
護
国
家
論
』（21

）

に
、
法
華
真
言
斉
等
を
容
認
す
る
よ
う
な
教
義
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
日
蓮
聖
人
に
は
、
一
二
〇
幅
以
上
の
直
筆
大
曼
荼
羅

が
遺
さ
れ
て
い
る
が
、
法
華
経
の
会
座
を
表
顕
し
た
は
ず
の
大
曼
荼
羅
に
、
実
際
に
は
来
臨
し
て
い
な
い

不
動
・
愛
染
の
二
明
王
（
と
推
測
さ
れ
る
も
の
）
が
、
他
の
諸
尊
た
ち
と
異
な
り
、
秘
密
め
い
た
種
字
（
梵

字
）
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
当
時
の
感
見
が
、
聖
人
の
そ
の
後
の
思
想
に

強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
そ
の
著
書
に
お
い
て
は
晩
年
に
真
言
批
判
が
激
し
さ

を
増
す
一
方
で
、
大
曼
荼
羅
へ
の
不
動
・
愛
染
の
勧
請
は
、
つ
い
に
最
後
ま
で
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

な
お
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
授
与
書
き
に
「
日
蓮
授
新
仏
」
と
み
え
る
「
新
仏
」
が
何
を
指
す
の

か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
新
た
に
仏
弟
子
と
な
っ
た
「
新
仏
子
」
の
意
と
も
解
釈
で
き
る
。
そ
の
人
は
、

一
説
に
当
時
の
清
澄
寺
の
住
僧
で
あ
っ
た
肥
前
公
日
吽
（
一
二
二
八
～
？
）
と
も
推
測
さ
れ
る
（22

）

。
し

か
し
な
が
ら
、
日
号
は
、
真
言
僧
の
間
で
も
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
必
ず
し
も
日
蓮

の
弟
子
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
る
い
は
、
叡
山
修
学
時
代
の
学
友
に
あ
た
る
弁
阿
闍
梨
日
昭
（
一
二
二
一

～
一
三
二
三
）
を
さ
す
も
の
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
確
証
を
得
て
い
な
い
。
ま
た
先
述
の
如
き
本
書

の
伝
来
か
ら
、
白
蓮
阿
闍
梨
日
興
（
一
二
四
六
～
一
三
三
三
）
と
も
推
察
さ
れ
る
が
、
宗
門
の
所
伝
で
は

日
興
は
岩
本
実
相
寺
入
蔵
を
前
後
し
て
日
蓮
聖
人
の
も
と
に
入
門
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
時
期
的
に
合
致

し
な
い
。

四
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
像
に
つ
い
て

次
に
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』
所
顕
の
図
画
か
ら
読
み
と
れ
る
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

ま
ず
、
仏
画
と
し
て
の
不
動
明
王
と
愛
染
明
王
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
。
そ
も
そ
も
、
不
動
明
王
と

愛
染
明
王
は
と
も
に
真
言
宗
の
主
尊
で
、
降
魔
・
愛
敬
の
本
尊
と
し
て
信
奉
さ
れ
て
き
た
。

不
動
明
王
は
、
火
を
怖
れ
ず
不
動
で
あ
る
た
め
に
命
名
さ
れ
た
明
王
で
、
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
焼
き
尽
く

す
大
智
の
火
を
身
体
か
ら
発
す
る
と
い
わ
れ
る
。
密
教
で
は
、
五
大
明
王
の
中
心
的
存
在
で
、
大
日
如
来

の
使
者
と
な
り
、
悪
を
断
じ
、
善
を
修
し
、
真
言
行
者
を
守
護
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
姿
は
多

様
に
表
現
さ
れ
る
が
、
一
般
に
憤
怒
の
形
相
で
、
火
焔
光
背
を
背
負
い
、
弁
髪
を
垂
れ
、
三
鈷
剣
・
羂
索

な
ど
を
持
す
（23

）

。



一
方
の
愛
染
明
王
は
、
人
間
の
愛
欲
の
煩
悩
を
そ
の
ま
ま
菩
提
に
変
え
る
働
き
を
す
る
明
王
で
、
不
動

明
王
が
大
智
を
表
す
の
に
対
し
て
、
愛
染
明
王
は
大
慈
を
表
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。
三
面
六
臂
で
獅
子
冠

を
か
ぶ
り
、
弓
矢
・
金
剛
鈴
・
五
鈷
杵
な
ど
を
持
す
る
。
愛
欲
を
表
現
す
る
た
め
に
全
身
を
真
紅
に
彩
り
、

後
背
に
は
紅
焔
に
燃
え
る
赤
い
日
輪
を
背
負
っ
た
り
、
ま
た
愛
染
明
王
の
全
身
が
日
輪
中
に
描
か
れ
る
こ

と
が
多
い
（24

）

。
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
お
い
て
、
愛
染
明
王
が
日
輪
中
に
描
か
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
不
動
明
王
が
月
輪
中
に
、
愛
染
明
王
が
日
輪
中
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
関

し
て
言
え
ば
、
建
保
年
間
（
一
二
一
三
～
一
二
一
九
）
成
立
の
『
四
帖
秘
決
』
に
「
日
愛
染
、
月
不
動
申
、

日
輪
中
愛
染
王
現
御
座
也
。
能
日
晴
閑
久
見
日
輪
、
即
日
中
彼
形
像
顕
現
給
云
云
。
月
極
明
夜
、
十
五
日

円
満
無
礙
ナ
ル
ニ
、
数
刻
臨
天
見
月
輪
、
其
中
必
不
動
明
王
形
像
現
給
也
。
日
愛
染
、
月
不
動
云
事
大
集

経
見
承
云
云
」（25

）

と
み
え
る
記
述
が
参
考
に
な
ろ
う
。
『
四
帖
秘
決
』
は
、
天
台
座
主
六
二
・
六
五
・
六

九
・
七
一
世
を
歴
任
し
た
慈
円
（
一
一
五
五
～
一
二
二
五
）
の
口
伝
と
さ
れ
、
天
台
座
主
七
九
世
の
慈
賢

（
一
一
七
五
～
一
二
四
一
）
の
筆
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
文
中
に
み
え
る
「
大
集
経
」
と
は
、
『
大
方
等
大

集
経
』
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
管
見
の
限
り
そ
の
典
拠
は
未
詳
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の

事
実
は
、
日
蓮
聖
人
以
前
に
既
に
「
日
の
愛
染
」
「
月
の
不
動
」
と
い
う
概
念
が
存
在
し
た
こ
と
を
意
味

し
て
お
り
、
日
蓮
聖
人
が
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
を
著
し
た
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
は
、
不
動
明
王
・
愛
染
明
王
の
仏
画
の
ほ
か
に
も
、
い
く
つ
か
の
モ

チ
ー
フ
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
動
物
画
・
人
物
画
・
植
物
画
な
ど
で
あ
る
。

動
物
画
に
つ
い
て
は
、
日
蝕
の
太
陽
の
中
に
烏
（
ウ
ま
た
は
カ
ラ
ス
）
が
、
満
月
の
月
の
中
に
兎
（
ウ

ま
た
は
ウ
サ
ギ
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
中
国
・
日
本
で
は
、
古
来
よ
り
烏
（
中
国
の
三
足
烏
、
日
本
の

八
咫
烏
）
は
太
陽
（
日
）
の
象
徴
、
兎
は
太
陰
（
月
）
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

「
三
足
烏
」
は
、
古
代
中
国
の
伝
説
上
の
神
禽
で
、
太
陽
の
中
に
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
三
本
脚
の

烏
の
こ
と
で
あ
る
。
太
陽
の
黒
点
な
ど
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
足
を
三
本
と
定
め
る
理

由
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。
前
漢
代
の
劉
安
（
紀
元
前
一
七
九
～
紀
元
前
一
二
二
）
の
『
淮
南
子
』
巻
七
「
精

神
訓
」（26

）

や
後
漢
代
の
王
充
（
二
七
～
九
七
？
）
の
『
論
衡
』
巻
一
一
「
説
日
」（27

）

な
ど
に
、
日
の
中
に

三
足
烏
が
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
こ
の
瑞
鳥
が
日
精
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
（28

）

。

ま
た
、
烏
の
故
事
は
、
日
本
で
は
「
八
咫
烏
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
『
日
本
書
紀
』
巻
三
「
神
武
即
位

前
紀
戊
午
年
六
月
丁
巳
条
」（29

）

の
神
武
東
征
説
話
な
ど
に
み
え
、
神
武
天
皇
が
東
征
の
と
き
熊
野
か
ら
大

和
へ
抜
け
る
山
中
の
道
案
内
と
し
て
天
照
大
神
（
＝
太
陽
神
）
の
お
告
げ
で
飛
来
し
た
と
い
う
神
話
の
中

の
鳥
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
も
日
本
で
も
、
烏
は
太
陽
の
化
身
と
し
て
表
現
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
兎
の
故
事
は
、
波
羅
奈
斯
国
（30

）

の
兎
王
本
生
譚
遺
跡
に
ま
つ
わ
る
伝
承
と
し
て
み
え
、
こ
の

話
題
は
玄
奘
（
六
〇
〇
～
六
六
四
）
の
『
大
唐
西
域
記
』
巻
七
「
兎
王
本
生
譚
」（31

）

に
収
め
ら
れ
る
。
兎

が
月
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
兎
の
焼
身
供
養
に
心
を
打
た
れ
た
帝
釈
天
が
、
そ
の
亡
骸
を
帝
釈
天
宮
の
あ

る
月
に
残
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
い
う
故
事
に
よ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
示

か
ら
判
断
す
る
と
き
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
不
動
明
王
の
月
の
中
に
記
さ
れ
た
人
物
画
は
、
帝
釈
天

王
を
さ
す
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

更
に
、
月
中
に
兎
が
い
る
と
す
る
伝
承
は
、
中
国
で
は
『
楚
辞
』
巻
三
「
天
問
」（32

）

に
み
え
、
ま
た
『
論

衡
』
巻
一
一
「
説
日
」（33

）

に
は
、
三
足
烏
の
説
明
と
と
も
に
、
月
中
に
兎
や
蟾
蜍
（
ヒ
キ
ガ
エ
ル
）
が
い



る
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
『
大
唐
西
域
記
』
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
（34

）

。

因
み
に
、
日
蓮
聖
人
は
『
松
野
殿
女
房
御
返
事
』
に
お
い
て
「
兎
は
経
行
の
者
を
供
養
せ
し
か
ば
、
天

帝
哀
み
を
な
し
て
月
の
中
に
を
か
せ
給
ぬ
。
今
天
を
仰
見
る
に
月
の
中
に
兎
あ
り
」（35

）

と
説
明
し
、
こ
れ

を
も
っ
て
兎
が
月
に
姿
を
映
す
理
由
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
大
唐
西
域
記
』
の
説
示
に
よ
っ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
は
、
愛
染
明
王
の
乗
り
物
と
し
て
飛
馬
が
描
か
れ
て
い
る
。

愛
染
明
王
が
馬
に
跨
る
姿
に
つ
い
て
は
、
典
拠
を
求
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
獅
子
に
跨
る
例
が
、
円
珍
請

来
の
愛
染
明
王
像
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
確
認
で
き
る
（36

）

。
本
像
の
実
物
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
所
伝
で
は
、

日
輪
中
に
坐
す
愛
染
明
王
像
の
下
に
四
面
獅
子
が
描
か
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
獅
子
は
口
よ
り
如
意

宝
珠
を
雨
ら
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
愛
染
明
王
の
右
隣
に
描
か
れ
る
四
肢
の
獣

は
、
あ
る
い
は
そ
の
獅
子
を
表
顕
し
た
も
の
と
も
推
測
で
き
る
。

次
に
、
不
動
明
王
の
月
の
中
に
描
か
れ
る
樹
木
に
つ
い
て
は
、
桂
（
月
桂
・
月
桂
樹
）
で
あ
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
。
古
代
中
国
で
は
、
月
の
中
に
は
桂
の
木
が
生
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ

れ
を
月
桂
あ
る
い
は
月
中
桂
と
も
呼
ん
で
い
た
（37

）

。
月
桂
は
、
高
さ
が
五
〇
〇
丈
あ
り
、
切
っ
て
も
切

っ
て
も
す
ぐ
に
切
り
口
が
直
る
と
い
う
伝
説
上
の
霊
木
で
、
月
桂
の
名
は
月
の
異
称
と
し
て
も
用
い
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
桂
樹
を
伐
ら
さ
れ
て
い
る
人
物
が
、
中
国
の
神
話
に
登
場
す
る
呉
剛
（38

）

と
呼

ば
れ
る
人
物
で
、
こ
れ
ら
の
説
示
に
基
づ
く
と
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
月
桂
の
樹
下
に
坐
す
人
物
画

は
、
帝
釈
天
で
は
な
く
呉
剛
を
さ
す
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
。

最
後
に
、
愛
染
明
王
の
図
像
中
に
描
か
れ
る
水
瓶
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
愛
染
明
王
の
日
輪
や

蓮
台
を
支
え
る
宝
瓶
で
、
し
ば
し
ば
愛
染
明
王
図
像
に
描
か
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
増
益
の
本
誓

を
象
徴
す
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
宝
瓶
は
、
坐
下
に
在
ら
ず
し
て
前
に
置
く
図
像
も
あ
る
と
い

う
（39

）

。五
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
考
察
を
約
言
す
る
と
、
次
の
通
り
に
な
る
。

（
ａ
）『
不
動
愛
染
感
見
記
』
を
紹
介
し
た
資
料
の
初
見
は
、
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
永
禄
三
年
（
一

五
六
〇
）
の
広
蔵
院
日
辰
撰
『
祖
師
伝
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
は
、『
不
動
愛
染
感
見
記
』

の
図
絵
に
関
し
て
、
愛
染
明
王
が
「
日
形
」
の
中
に
、
不
動
明
王
が
「
月
形
」
の
中
に
描
か
れ
て
い

る
旨
の
記
述
が
み
え
る
。
日
蓮
聖
人
の
不
動
明
王
感
見
の
記
述
に
は
「
月
」
と
い
う
言
葉
は
認
め
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
お
い
て
こ
れ
を
「
月
形
」
と
定
め
た
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
ｂ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
文
面
お
よ
び
図
像
の
全
容
を
忠
実
に
書
写
し
た
と
思
わ
れ
る
最
初
の
事

例
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
伊
東
阿
闍
梨
日
達
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
木
版
画
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
が
、
版
木
の
作
成
さ
れ
た
一
七
世
紀
後
半
に
は
、
今
日
伝
存

す
る
姿
と
ほ
ぼ
同
じ
状
態
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
愛
染
明
王
の
日
輪
に
つ
い
て
は
、
上
端
が
欠
け

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
同
書
が
小
泉
久
遠
寺
お
よ
び
保
田
妙
本
寺
の
両
山
に
代
々
相

承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
同
書
の
図
像
に
つ
い
て
「
日
月
形
像
」
と
の
認
識
が
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
な
ど
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

（
ｃ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
お
い
て
、
不
動
明
王
が
月
輪
の
中
に
描
か
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
月
」

の
化
身
と
み
な
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
愛
染
明
王
が
日
輪
の
中
に
描
か
れ
る
の
は
、
仏
像
・
仏



画
な
ど
に
お
い
て
愛
染
明
王
が
光
背
に
「
日
」
を
背
負
う
モ
チ
ー
フ
に
も
共
通
す
る
観
念
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
の
披
見
の
事
実
は
確
認
で
き
な
い
が
、
『
四
帖
秘
決
』
に
は
そ
の
理
論
的
根

拠
が
認
め
ら
れ
る
。

（
ｄ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
表
さ
れ
る
動
物
画
の
う
ち
、
愛
染
明
王
の
黒
烏
は
、
中
国
神
話
の
「
三

足
烏
」
、
日
本
神
話
の
「
八
咫
烏
」
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
い
ず
れ
も
日
輪
・
太
陽
の
化

身
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
同
図
に
描
か
れ
る
四
つ
足
の
獣
に
つ
い
て
は
、
獅
子
と
思

わ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

（
ｅ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
表
さ
れ
る
動
物
画
の
う
ち
、
不
動
明
王
の
兎
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
「
兎

王
本
生
譚
」
に
そ
の
典
拠
を
辿
る
こ
と
が
で
き
、
月
輪
・
太
陰
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
判
る
。
日
蓮
聖
人
は
、『
松
野
殿
女
房
御
返
事
』
に
同
類
の
故
事
を
引
い
て
い
る
。

（
ｆ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
不
動
明
王
の
月
輪
中
に
表
さ
れ
る
植
物
画
は
、
『
酉
陽
雑
俎
』
等
の
記

述
に
拠
れ
ば
月
桂
樹
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
ｇ
）
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
不
動
明
王
の
月
輪
中
に
表
さ
れ
る
人
物
画
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
の
記

述
に
拠
れ
ば
、
月
の
宮
殿
に
住
む
帝
釈
天
で
あ
り
、
『
酉
陽
雑
俎
』
等
の
記
述
に
拠
れ
ば
、
月
桂
樹

を
伐
る
呉
剛
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

（
ｈ
）
こ
の
よ
う
に
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
お
い
て
は
、
烏
は
太
陽
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
兎
・
月

桂
樹
・
呉
剛
は
太
陰
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
図
的
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
で

き
る
。
た
だ
し
、
日
蓮
聖
人
が
図
中
に
描
か
れ
る
こ
れ
ら
の
構
成
と
配
置
を
何
を
参
考
に
し
た
か
は

未
詳
で
あ
る
（40

）。

以
上
、
日
蓮
真
蹟
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
図
絵
の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
考
察
を
試

み
た
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
り
、
日
蓮
聖
人
が
本
書
の
図
中
に
描
写
し
た
様
々
な
モ
チ
ー
フ
は
、
い
ず
れ

も
根
拠
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
ま
た
、
愛
染
明
王
自
体
も
、
烏
等
と
も
に
太
陽
の

象
徴
と
し
て
図
案
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
不
動
明
王
自
体
も
、
兎
・
月
桂
樹
・
呉
剛
等
と
と
も
に
太
陰

の
象
徴
と
し
て
図
案
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
聖
人
の
二
明
王
感
見
と
い
う
宗
教
体

験
は
、
こ
う
し
た
既
存
の
神
話
上
の
世
界
観
と
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
、
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、

そ
う
し
た
世
界
観
を
根
底
に
し
て
本
図
の
様
々
な
構
成
要
素
が
意
図
的
に
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
あ
る
。

註

（
１
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
六
頁
（
身
延
山
久
遠
寺
、
二
〇

〇
〇
年
）
。
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
法
蔵
館
編
集
部
編
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
四
巻
三
八
～
三
九
頁

（
法
蔵
館
、
一
九
七
七
年
）
。

（
２
）
先
行
論
文
と
し
て
、
従
野
公
徹
稿
「
不
動
・
愛
染
感
見
記
の
一
考
察
」
（
『
仏
教
学
論
集
』
四
・

五
号
、
一
九
六
八
年
）
に
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
像
に
関
す
る
研
究
が
み
え
る
が
、
こ
れ
は
本

書
の
像
容
・
構
図
等
の
解
説
に
と
ど
ま
る
も
の
で
、
図
の
意
義
や
典
拠
に
つ
い
て
ま
で
は
言
及
し
て

い
な
い
。

（
３
）
真
蹟
遺
文
で
は
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
先
立
ち
、
中
山
法
華
経
寺
蔵
の
『
富
木
殿
御
返
事
』

（
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
五
頁
）
が
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
一
二
月
九
日
に
系
年
さ

れ
る
が
、
本
書
に
は
年
号
の
記
載
が
な
く
、
系
年
に
つ
い
て
も
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
説
等
が
あ

り
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
尾
堯
稿
「
富
木
殿
御
返
事
と
日
蓮
聖
人
伝
の
検
討
」（
宮



崎
英
修
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八

三
年
）
お
よ
び
「
『
某
殿
御
返
事
』
（
折
紙
）
の
位
置
と
そ
の
伝
来
―
新
発
見
の
日
蓮
真
蹟
書
状
を

め
ぐ
っ
て
―
」（
高
木
豊
・
冠
賢
一
編
『
日
蓮
と
そ
の
教
団
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）

は
、
建
長
五
年
説
を
主
張
し
て
い
る
。
一
方
、
親
写
本
と
し
て
知
ら
れ
る
嘉
禎
四
年
（
一
二
三
八
）

書
写
の
『
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
』
お
よ
び
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
書
写
の
『
五
輪
九
字
明
秘
密

義
釈
』（
い
ず
れ
も
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
八
七
五
頁
）
は
、
年
月
日
は
記
さ
れ
る
が
「
日

蓮
」
の
署
名
が
な
い
。
よ
っ
て
、
確
実
に
現
存
最
古
の
日
蓮
真
蹟
遺
文
と
断
定
で
き
る
の
は
、
『
不

動
愛
染
感
見
記
』
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

（
４
）
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
法
蔵
館
編
集
部
編
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
四
巻
三
四
五
頁
（
前
掲
書
）
所

載
の
実
測
値
に
よ
る
。

（
５
）
文
化
庁
監
修
『
重
要
文
化
財
総
目
録
―
書
籍
・
典
籍
・
古
文
書
編
―
』
八
頁
（
毎
日
新
聞
社
、
一

九
七
七
年
）。

（
６
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
六
頁
（
前
掲
書
）
で
は
「
日
蝕
」
と
表
記
す
る
が
、
真
蹟
で
は

「
日
■
」
が
正
し
い
。『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
四
巻
三
八
頁
（
前
掲
書
）
参
照
。「
日
蝕
」
と
「
日

■
」
で
は
意
味
が
異
な
る
と
す
る
説
も
あ
る
。

（
７
）
悉
曇
梵
文
を
漢
字
音
写
す
る
方
法
は
一
定
で
は
な
い
が
、
当
該
真
言
を
仮
に
音
写
す
れ
ば
、
「
吽

悉
地
惹
吽
鑁
斛
」
と
な
る
か
。
「
吽
」
は
息
災
、
「
悉
地
」
は
成
就
、
「
惹
」
は
召
請
、
「
吽
」
は
引

入
、
「
鑁
」
は
縛
住
、
「
斛
」
は
歓
喜
の
意
。
「
惹
吽
鑁
斛
」
は
四
明
の
真
言
で
、
「
生
き
と
し
生
け

る
者
を
引
入
し
て
喜
ば
し
め
る
方
よ
」
の
義
。「
吽
悉
地
」
は
愛
染
明
王
を
顕
わ
す
真
言
で
も
あ
り
、

ま
た
「
斛
」
は
愛
染
明
王
の
種
字
（hhum

、hum

）
に
相
当
す
る
。
中
村
瑞
隆
他
著
『
梵
字
事
典
』

（
雄
山
閣
、
一
九
七
七
年
）
、
種
智
院
大
学
密
教
学
会
編
『
梵
字
大
鑑
』
（
名
著
普
及
会
、
一
九
八

三
年
）
参
照
。
な
お
山
中
喜
八
編
『
御
本
尊
集
目
録
』
一
七
一
頁
（
立
正
安
国
会
、
一
九
八
〇
年
）

に
よ
れ
ば
「
吽
悉
底
弱
吽
鑁
穀
」。

（
８
）
当
該
真
言
を
仮
に
漢
字
音
写
す
れ
ば
、
「
曩
莫
三
曼
多
没
駄
喃
憾
」
と
な
る
か
。
「
曩
莫
三
曼
多

没
駄
喃
」
の
意
味
は
、「
あ
ま
ね
き
諸
仏
に
帰
命
し
た
て
ま
つ
る
」
の
義
。「
憾
」
は
不
動
種
字
（ham
、

kam

）
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
真
言
陀
羅
尼
が
、
金
剛
部
所
属
の
尊
格
に
付
せ
ら
れ
る
定
型
句
か
、

胎
蔵
部
所
属
の
尊
格
に
付
せ
ら
れ
る
定
型
句
か
を
判
別
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
聖
人
の
真
言
相
承
の
系

譜
が
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
中
村
瑞
隆
他
著
『
梵
字

事
典
』
（
前
掲
書
）
、
種
智
院
大
学
密
教
学
会
編
『
梵
字
大
鑑
』
（
前
掲
書
）
参
照
。
な
お
『
御
本
尊

集
目
録
』
一
七
二
頁
（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
「
曩
莫
三
曼
多
没
駄
南
憾
」。

（
９
）
『
日
蓮
聖
人
伝
記
集
』
六
一
九
～
六
二
一
頁
（
本
山
本
満
寺
『
日
蓮
宗
全
書
』
、
一
九
七
四
年
）
。

（10

）
『
日
蓮
聖
人
伝
記
集
』
六
一
八
～
六
一
九
頁
（
本
山
本
満
寺
『
日
蓮
宗
全
書
』
、
一
九
七
四
年
）
。

（11

）
日
蓮
教
学
研
究
所
架
蔵
写
真
帳
『
平
成
五
年
度
宗
宝
調
査

静
岡
県
東
部
管
内
寺
院

二
』
所
収
。

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
の
都
守
基
一
氏
な
ら
び
に
興
風
談
所
の
菅
原
関
道
氏
・
坂
井
法
曄
氏
の

教
示
に
よ
る
。

（12

）
「
三
七
世
」
は
「
三
十
七
世
」
で
は
な
く
「
三
」
と
「
七
」
の
乗
で
、
つ
ま
り
二
一
世
に
相
当
す

る
。
同
寺
の
歴
代
譜
で
は
、
開
山
に
日
蓮
聖
人
を
仰
ぐ
の
で
、
日
達
は
二
二
世
に
な
る
。
日
蓮
宗
寺

院
大
鑑
編
集
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
一
一
四
二
頁
（
池
上
本
門
寺
、
一
九
八
一
年
）。

（13

）『
日
蓮
聖
人
伝
記
集
』
二
二
六
頁
（
本
山
本
満
寺
『
日
蓮
宗
全
書
』、
一
九
七
四
年
）。

（14

）『
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
』
九
〇
頁
（
本
山
本
満
寺
『
日
蓮
宗
全
書
』、
一
九
七
三
年
）。



（15

）
『
日
蓮
聖
人
伝
記
集
』
三
五
四
～
三
五
五
頁
（
本
山
本
満
寺
『
日
蓮
宗
全
書
』
、
一
九
七
四
年
）
。

（16
）『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
絵
が
日
蓮
聖
人
の
直
筆
に
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
高
木
豊
稿
「
〈
二

人
の
日
蓮
〉
改
稿
―
金
沢
文
庫
蔵
「
理
性
院
血
脈
」
を
日
蓮
伝
の
史
料
か
ら
除
く
べ
き
歟
の
こ
と
―
」

（
『
大
崎
学
報
』
一
三
五
号
）
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
確
か
に
、
本
図
が
日

蓮
聖
人
の
筆
に
な
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、

日
蓮
の
署
名
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
た
と
え
本
図
を
絵
師
等
に
描
か
せ
た
と
し
も
、
そ
こ
に
描
き
込

ま
れ
た
様
々
な
モ
チ
ー
フ
は
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
体
験
を
描
写
し
た
も
の
に
変
わ
り
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
日
蓮
聖
人
は
、
自
分
の
宗
教
体
験
の
イ
メ
ー
ジ
を
忠
実
に
絵
師
に
描
か
せ
た
は
ず
で
あ
り
、

そ
こ
に
描
き
込
ま
れ
た
図
様
は
、ま
さ
に
日
蓮
聖
人
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

も
し
本
図
絵
が
絵
師
の
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
完
成
し
た
感
見
図
の
内
容
を
そ
の
目
で
確
認
を
し

た
上
で
、
日
蓮
聖
人
は
「
日
蓮
」
の
署
名
を
し
た
た
め
た
に
違
い
な
い
。

（17

）
『
吾
妻
鏡
』
巻
四
四
「
建
長
六
年
正
月
一
日
条
」
に
は
、
日
蝕
の
記
録
は
な
い
。
『
新
訂
増
補
国

史
大
系

吾
妻
鏡
』
四
巻
五
七
三
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
）
参
照
。

（18

）
清
澄
寺
は
、
現
在
、
千
葉
県
安
房
郡
天
津
小
湊
町
清
澄
山
に
所
在
す
る
。
奈
良
時
代
の
宝
亀
二
年

（
七
七
〇
）
、
不
思
議
法
師
の
創
立
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
天
台
宗
の
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四

～
八
六
四
）
を
中
興
の
祖
と
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
虚
空
蔵
菩
薩
求
聞
持
法
を
修
行
の

中
心
と
し
、
日
蓮
聖
人
が
入
山
し
た
当
時
は
、
諸
宗
兼
学
の
風
潮
が
強
く
、
法
華
・
台
密
（
天
台
密

教
）・
東
密
（
真
言
密
教
）
・
念
仏
（
浄
土
教
）
の
教
義
が
錯
綜
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

江
戸
時
代
初
期
に
は
真
言
宗
智
山
派
に
帰
し
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
日
蓮
宗
に
改
宗
し
た
。

（19

）
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
広
大
無
辺
の
功
徳
を
包
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
虚
空
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
味

か
ら
命
名
さ
れ
た
菩
薩
。
日
本
に
は
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
に
求
聞
持
法
（
虚
空
蔵
菩
薩
を
念
じ

て
記
憶
力
を
得
る
修
行
法
）
の
菩
薩
と
し
て
唐
よ
り
将
来
さ
れ
、
弘
法
大
師
空
海
（
七
七
四
～
八
三

五
）
も
こ
の
修
行
法
を
受
け
て
真
言
密
教
を
開
宗
す
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（20

）
な
お
、
日
蓮
聖
人
が
、
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
理
性
院
血
脈
の
相
承
を
受
け
た
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
あ
り
定
か
で
は
な
い
。
高
木
豊
稿
「
〈
二
人
の
日
蓮
〉
改
稿
―
金
沢
文
庫

蔵
「
理
性
院
血
脈
」
を
日
蓮
伝
の
史
料
か
ら
除
く
べ
き
歟
の
こ
と
―
」（
前
掲
書
）
参
照
。

（21

）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
〇
三
～
一
〇
九
、
一
一
六
～
一
一
八
、
一
二
六
頁
（
前
掲
書
）

な
ど
。

（22

）
日
吽
の
「
吽
」
は
、
厳
密
に
は
梵
字
表
記
で
あ
る
。
金
沢
文
庫
所
現
蔵
の
『
金
剛
界
鑁
口
伝
』
の

奥
書
に
「
建
長
五
年
癸
丑
九
月
廿
日
午
時
書
了

於
打
墨
筆
師
肥
前
公
」
と
み
え
、
ま
た
同
文
庫
蔵

の
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
奥
書
に
「
建
長
六
年
甲
寅
九
月
三
日
未
時
了

清
澄
山
住
人

肥
前

公
日
■
生
年
廿
七
歳
」
と
み
え
る
。
関
靖
稿
「
原
本
の
装
釘
并
に
由
来
に
就
い
て
」
（
『
授
決
円
多

羅
義
集
唐
決
景
本
解
説
』
金
沢
文
庫
同
好
会
、
一
九
三
六
年
）。

（23

）
『
覚
禅
鈔
』
巻
三
「
不
動
明
王
法
」
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
五
巻
七
五
～
一
一
四
頁
、
一
九
七

一
年
）
。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）「
不
動
明
王
」
の
項
参
照
。『
不

動
愛
染
感
見
記
』
に
お
い
て
、
不
動
明
王
が
月
の
中
に
描
か
れ
る
の
は
、
実
は
そ
れ
が
月
の
化
身
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
も
関
連
が
あ
る
か
。
不
動
明
王
の
縁
日
が
二
八
日
に
定
め
ら
れ
て

い
る
の
も
、
月
の
盈
虧
（
満
欠
）
の
周
期
が
二
八
日
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
。
ち
な

み
に
、
日
蓮
聖
人
立
教
開
宗
の
四
月
二
八
日
も
、
清
澄
寺
で
は
四
月
の
不
動
縁
日
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
、
縁
日
に
は
信
徒
が
多
く
参
詣
す
る
の
で
、
そ
の
場
を
借
り
て
聖
人
の
諸
宗
遊
学
の
成
果
発
表



日
に
あ
て
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（24
）
『
覚
禅
鈔
』
巻
三
「
愛
染
王
法
」
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
五
巻
一
一
五
～
一
四
一
頁
）
。
『
望
月

仏
教
大
辞
典
』
（
世
界
聖
典
刊
行
会
、
一
九
五
四
年
）
「
愛
染
明
王
」
の
項
参
照
。
愛
染
明
王
の
像

が
「
日
」
を
背
負
う
と
い
う
構
図
は
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
『
不
動
愛
染

感
見
記
』
で
愛
染
明
王
が
日
輪
の
中
に
描
か
れ
る
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
か
。

（25

）
『
続
天
台
宗
全
書
』
「
密
教
三
」
四
〇
三
頁
（
天
台
宗
典
編
纂
所
、
一
九
九
〇
年
）
。
尚
、
本
文
に

は
続
い
て
、
「
世
俗
日
烏
月
兎
申
」
と
の
記
述
が
み
え
、
後
述
す
る
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
の
図
様

と
共
通
す
る
観
念
が
確
認
で
き
る
。
興
風
談
所
の
菅
原
関
道
氏
・
坂
井
法
曄
氏
の
教
示
に
よ
る
（
成

田
教
道
氏
の
発
表
資
料
「
八
舌
の
鑰
の
口
伝
を
め
ぐ
っ
て
」
よ
り
）
。
な
お
、
水
上
文
義
稿
「
伝
・

良
助
親
王
撰
『
与
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
小
考
―
も
う
ひ
と
つ
の
『
蓮
華
三
昧
経
』
―
」
（
菅
原

信
海
編
『
神
道
習
合
思
想
の
展
開
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
一
月
、
三
九
一
頁
）
に
は
、
密
教
に

お
け
る
愛
染
・
不
動
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
検
討
が
み
え
、『
四
帖
秘
決
』『
瑜
祈
経
聴
聞
抄
』

（
『
続
天
台
宗
全
書
』
「
密
教
二
」
三
〇
六
頁
）
等
を
引
い
て
、
こ
れ
ら
は
立
川
流
の
影
響
を
受
け

た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
日
蓮
聖
人
の
感
見
の
体
験
が

立
川
流
の
修
法
に
則
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
短
絡
的
に
は
断
言
で
き
な
い
。

（26

）『
新
釈
漢
文
大
系
』
五
四
巻
三
二
三
頁
（
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
）。

（27

）『
新
釈
漢
文
大
系
』
六
九
巻
七
六
三
頁
（
明
治
書
院
、
一
九
七
九
年
）。

（28

）
袁
珂
著
・
鈴
木
博
訳
『
中
国
神
話
伝
説
大
事
典
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
年
）
「
三
足
烏
」

の
項
参
照
。
な
お
、
同
書
に
は
、
漢
代
の
画
像
石
刻
「
日
中
三
足
烏
」
の
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（29

）『
新
訂
増
補
国
史
大
系

日
本
書
紀
』
前
篇
一
一
五
～
一
一
七
頁
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
一
年
）
。

（30

）
バ
ー
ラ
ナ
シ
ー
（V

aranasi

）
国
。
古
代
印
度
十
六
大
国
の
一
つ
で
、
マ
ガ
ダ
国
の
西
、
コ
ー
サ

ラ
国
の
北
に
位
置
す
る
。

（31

）『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
一
巻
九
〇
七
頁
ｂ
。

（32

）『
新
釈
漢
文
大
系
』
三
四
巻
一
一
一
頁
（
明
治
書
院
、
一
九
七
〇
年
）。

（33

）『
新
釈
漢
文
大
系
』
六
九
巻
七
六
三
頁
（
前
掲
書
）。

（34

）
な
お
、
『
淮
南
子
』
巻
六
「
覧
冥
訓
」
（
『
新
釈
漢
文
大
系
』
五
四
巻
三
一
九
頁
、
前
掲
書
）
、
同

巻
七
「
精
神
訓
」
（
『
新
釈
漢
文
大
系
』
五
四
巻
三
二
三
頁
、
前
掲
書
）
に
も
、
月
中
に
兎
や
蟾
蜍

が
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
『
中
国
神
話
伝
説
大
事
典
』（
前
掲
書
）「
月
精
」
の
項
参
照
。

（35

）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
一
六
五
一
～
一
六
五
二
頁
（
前
掲
書
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か

つ
て
「
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
動
物
観
（
二
）
―
輪
廻
転
生
と
竜
女
成
仏
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
日

蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
、
一
九
九
七
年
三
月
）
に
お
い
て
触
れ
た
。

（36

）
『
覚
禅
鈔
』
巻
三
「
愛
染
王
法
」
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
五
巻
一
三
三
頁
）
。
立
正
大
学
日
蓮

教
学
研
究
所
副
所
長
の
小
松
邦
彰
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（37

）
唐
の
段
成
式
（
生
歿
年
未
詳
）
に
よ
っ
て
九
世
紀
半
に
撰
述
さ
れ
た
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
「
天
咫
」

（
今
村
与
志
雄
訳
『
酉
陽
雑
俎
』
一
巻
四
六
頁
、
平
凡
社
『
東
洋
文
庫
』
三
八
二
、
一
九
八
〇
年
）

に
み
え
る
。
ま
た
、『
太
平
御
覧
』
九
五
七
巻
に
は
『
淮
南
子
』
の
文
を
引
い
て
、
同
四
巻
に
は
『
安

天
論
』
の
文
を
引
い
て
月
桂
を
紹
介
す
る
が
、
い
ず
れ
も
原
典
に
は
み
ら
れ
な
い
。
楠
山
春
樹
著
『
淮

南
子
』
上
の
「
口
絵
写
真
」
（
『
新
釈
漢
文
大
系
』
五
四
巻
、
前
掲
書
）
に
は
、
蟾
蜍
・
桂
樹
・
天

女
の
嫦
娥
と
と
も
に
仙
薬
を
擣
く
兎
を
顕
わ
し
た
「
月
桂
鑑
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
古
来
よ
り
中

国
で
は
、
蟾
蜍
・
桂
樹
・
白
兎
・
嫦
娥
は
、
と
も
に
月
精
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か



る
。
ま
た
、
漢
代
の
石
刻
画
像
や
甎
画
で
は
、
蟾
蜍
・
白
兎
は
、
三
足
烏
・
九
尾
狐
と
と
も
に
、
西

王
母
の
傍
ら
に
侍
る
吉
祥
の
精
霊
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、『
中

国
神
話
伝
説
大
事
典
』
（
前
掲
書
）
「
月
桂
」
「
月
精
」
「
■
娥
」
「
嫦
娥
」
「
九
尾
狐
」
の
項
を
参
照

の
こ
と
。
な
お
、
「
月
桂
鑑
」
の
「
鑑
」
と
は
「
鏡
」
の
意
で
も
あ
る
が
、
月
が
鏡
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
か
つ
て
、
「
日
蓮
聖
人
遺
文
に
お
け
る
「
水
月
」
の
譬
喩
に
つ
い
て
」
（
『
立
正
大
学
大

学
院
年
報
』
一
三
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
お
い
て
考
察
し
た
。

（38

）
『
酉
陽
雑
俎
』
巻
一
「
天
咫
」
（
『
酉
陽
雑
俎
』
一
巻
四
六
頁
、
前
掲
書
）
。
呉
剛
は
、
神
話
上
で

は
後
漢
の
人
で
、
姓
を
呉
、
名
を
剛
と
い
い
、
仙
術
を
学
ん
だ
が
、
過
失
の
た
め
に
流
謫
さ
れ
、
罰

と
し
て
、
伐
っ
て
も
き
り
が
な
い
月
桂
樹
を
斫
ら
さ
れ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
『
中
国
神
話
伝
説

大
事
典
』（
前
掲
書
）「
呉
剛
」
の
項
参
照
。

（39

）
『
覚
禅
鈔
』
巻
三
「
愛
染
王
法
」
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
五
五
巻
一
二
七
～
一
三
〇
頁
）
。
密
教

辞
典
編
纂
会
編
『
密
教
大
辞
典
』
「
愛
染
明
王
」
（
法
蔵
館
、
一
九
六
八
年
改
訂
増
補
版
）
の
項
参

照
。

（40

）
な
お
、
京
都
府
宇
治
市
の
三
室
戸
寺
（
修
験
宗
別
格
本
山
）
所
蔵
の
「
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
」
一
幅

に
は
、
日
蓮
聖
人
の
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
と
酷
似
し
た
図
様
の
不
動
明
王
図
と
愛
染
明
王
図
が
確

認
さ
れ
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
特
別
展

仏
舎
利
と
宝
珠
―
釈
迦
を
慕
う
心
』
（
奈
良
国
立
博

物
館
、
二
〇
〇
一
年
七
月
、
二
一
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
当
曼
荼
羅
は
、
摩
尼
宝
珠
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
尊
像
を
描
き
込
ん
だ
異
色
の
曼
荼
羅
と
い
わ
れ
、
伝
未
詳
で
は
あ
る
が
、
一
五
世
紀
室
町
時
代

頃
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
絹
本
着
色
で
、
寸
法
は
、
縦
八
九
・
三cm

×

横
三
七
・
一
と
報
告

さ
れ
る
。
時
代
的
に
は
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
よ
り
二
世
紀
ほ
ど
下
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同

様
の
図
式
を
有
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
の
作
者
が
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
を

披
見
・
模
写
し
た
の
か
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
「
摩
尼
宝
珠
曼
荼
羅
」
に
描
か
れ
る
よ
う
な
図
様

の
元
と
な
っ
た
、
共
通
の
相
伝
の
類
が
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
往
見
さ
れ
た
し
。
日
蓮
教
学

研
究
所
研
究
員
ル
チ
ア
・
ド
ー
ラ
・
マ
リ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
女
史
の
指
摘
に
よ
る
。
私
見
で
は
、
先
述

の
と
お
り
、
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
は
後
世
に
版
行
さ
れ
た
事
例
も
あ
る
の
で
、
本
曼
荼
羅
は
そ

う
し
た
版
本
の
類
を
披
見
し
た
人
物
に
よ
っ
て
図
顕
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
本
曼

荼
羅
は
一
七
世
紀
の
作
か
。


